
機能評価が可能な実用強度を持った3D造形

　写真・図（要点説明）

①レーザー焼結法を使い粉末材料を均一な粉末層にし、スキャンしたモデルの断面形状を溶融固形化。
②粉末層は、0.1ｍｍづつ積層されて立体モデルを成形。
③モデルは粉末の中に成形される為、サポート等の冶具は全く必要なく、一度に多数の造形が可能。
   またバッチ処理の為、一度に多数のしかも異形状のパーツの同時造形も可能。
④材料 ： ナイロン１２の複合材とナイロン１２＋ガラスビーズ(30％）の複合材あり。

最大造形サイズ： ６５０ｘ３１０ｘ５００
               表示器(卵型)    コンデンサBOX
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⑤３Ｄデータ（パラソリッド、STEP、IGESまたは、STL）があれば、短納期で形状確認はもちろん、
   実使用環境下での機能確認にも使えるモデルの提供が可能。
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１．概要（２００字目安）

 一般的な３Ｄプリンタに比べて強度があり、機能評価モデルの造形が可能 な３Ｄ造形法です。

①形状を積層して造形していく為、複雑な形状のモデルも製作が可能
②光造形や一般的な３Ｄプリンタに比べて強度があり、機能評価モデルの造形が可能
③３次元ＣＡＤデータ（詳細は下記記載）があれば造形が可能
④サポートが不要なので、多部品の一括造形が可能 (納期短縮、コストダウンにも効果)
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